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復活のチャンスを迎える日本林業
～カギは国民理解の下での適正な立木価格の形成～ 

(一社) 国産材を活用し日本の森林を守る運動推進協議会

事務局長 肥後賢輔 
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オープンな立木取引の場をインターネット上に設定
立木公売市場導入の提案

我々の提案＝再造林を進めるための立木市場の構築
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立木取引システム
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国際的な環境は、持続性の担保された木材の活用に大きく動き出
している。
先進国である日本においては、世界に先駆けて持続性が担保され
ない木材は使わないという社会に向かう可能性は高い。

持続可能な木材の活用へ向かう国際的な流れ

G-７広島サミット首脳会合
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「建築物への木材利用に係る評価ガイダンス」(2024年３月 林野庁)
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• 我が国の木材価格は、製品段階は昭和50年頃から約３割下落している
のに対し立木段階では1/10に下落。

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

S50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 H１ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

出典：（財）日本不動産研究所「山林素地及び山元立木価格調」、農林水産省「木材需給累年報告書（平成7年9月）」（昭和50年～平成5年）、「木材需給報告書」（平成6年～20年）、
「木材価格」（平成21年～22年）

注）素材から製材品へは歩留まりを65%として計算。

立木育成段階

素材生産流通段階

製品加工流通段階

（円）

＝森林所有者
の収入

これまでの製品価格と立木価格の動き
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立木市場により想定される新しい流通等の変化
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